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被験体:生後 6 カ月までのニホンザ、ル乳幼児 5 頭(オス 4 頭，メス 1 頭)で，生後 1 週間以内に母
親から分離し人工晴育を行った。







































ホミニゼーション CHominization，ヒト化)の最も顕著な特徴の一つにかぞ、えられる直立 2 足歩行を
とりあげ，その起源と過程について検証することは生物人類学の最大のテーマの一つである。
本論文は旧大陸サルの一種であるニホンザルを用いてその歩行能力について生後 1 ヶ月より 6 ヶ月に
至るまでを，運動学的研究方法と，高い独創性をもっ計算機シミュレーション法により，綿密な分析を
行ったものである。各発達段階において得られた詳細な結果は， ヒトの直立 2 足歩行の獲得に至る経過
の考察に関し，基礎的且つ貴重な示唆を与えた。よって博士(人間科学)学位論文として，十分に価値
あるものとして認められるものである。
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